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令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリス呼乳2年制)1年次

到達目標

コンビュータ概論IA(コンピュータ概す制

コンピュータのハード技術やソフト技術に関する知識を初歩から学び、1CT(1T)技術者として働くための
専門知識を学習する。

授業計画

・サーティファイ情穀処理検定(3級)に合格できる
・基本情報技術者試験(国家試験)の内容が理解できる
・目的に応じてコンビュータの活用ができる

シラノ丈ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

【第0章】シラバスの説明、サーティファオ情報処理検定3級について

3

担当者

【イントロダクション】第1節コンビュータとは

4

【1章】コンピュータの基礎知識

5

【2章】コンピュータの数値表現(情報表現、基礎変換、柿数、数値表現など)

6

胎章】ハードウェア(プロセッサ、論理演算と論理回路、記憶装置など)

7

講義

伊禮利一

【4章】システムの構要素(システムの評価指標、システムの構成、高信頼化技)

8

【5章】ソフトウェア(ソフトウェアの分類とOS)

9

内

【6章】マルチメディア

10

【7章】AI(人工知能)

Ⅱ

容

【8章】アルゴリズムとデータ桝造

12

サーティファイ情報処理技術者試験3級検定対策(試験時問・解説含む)

講義時期

13

科目必修区分

14

15

16

17

18

月1」 1胡

19

必イ彦

20

21

22

23

授業時間数

24

25

26

27

2

28

教科書

29

8

合計時間数

30

9

時間外
学習

=ンピュータ概論
情報処理検定問題集(3級・2級)

9

成績評価
方法

9

授業時問内で終わらなかうた点をC1部Sroomにて質疑応用。

2

実習課題や演習問題集にて自主学習。

担当詳細

5

授業態度10pt、章テスト20pt、検定対策模凝試験30pt、検定試験得点40pt

4

実務経験紹介

学校基準によ熨段階評価とする

12

教員 佛考

62



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)1年徐

コンピュータ概論ⅡA(マネジメントと惜報化)

到達目標

ストラテジおよびマネジメント分野の基本的かつ普遍的な知識の習得を目的とする。
企業における経営戦略と担当業務の関連性、システム開発のライフサイクル、プロジェクトマネジメント、サー
ビスマネジメント浦よびシステム監査などの知識を学習tる。

・サーティファイ情報処理検定3級に合格できる
・基本情報技術者試験(国家試験)の内容が理解できる
・職業人としてIT(情報技,崗の基本的な知識を活用し、上位者とのコミュニケーション、業務分析と解析およ
びシステム化の支援を行う事ができる。

授業計西

学校畠:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

2

オリエンテーション:科・目概要、目的、目標、シラバス、テキスト解説

3

第1章システム開発とマネジメント

4

第2章サービスマネジメントとシステム職略

5

第3章企業と経営戦略

講袈

赤嶺和人

6

サーティファイ情報処理技術者試験3級検定対策(試験時間・解説含む)

7

8

9

10

内

Ⅱ

講挫時期

容

科目必修区分

12

13

14

15

16

目1」期

17

必修

18

19

20

21

21

22

23

授業時問数

24

25

2

26

22

27

10

28

12

29

教科書

15

合計時問数

30

時間外
学習

マネジメントと情報化
サーティファイ情報処理検定問題集(3級・2級)

成績評価
方法

授業時問内で終わらなかった点をC1郡Sroomにて質疑応用。

実習課題や演習問題集にて自主学習。

担当詳細

出席率・授業態度20pt、単元テスト20pt、期末試験30pt、検定試験30pt

学校基準によ喫段階評価とする

実務経験紹介

教員 備芳

61
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令和 7年度

〕・科.学

授業科冒

授業概要

憎報スペシャリスト科(2年制)1年歌

コンビュータ概論ⅢNシステム開発技術)

到達目標

コンピュータのに浦ける、データベース、ネットワーク、セキュリティに関する知識を初歩から
学び、1CT(1T)技術者として何Kための専門知識を学習する。

授業計画

・サーティファイ情報処理検定2級に合格できる
・基本情報技術者試験(国家試験)の内容が理解できる
・目的に応じてコンピュータの活用ができる

シラノ弌ス

学校右:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

2

第1章データベース

3

1節データのモデル化

4

2節データベース設ヨ十

講義

5

渡具知斉

3節データの正規化

6

4節 SQLの基本

7

5節 SQLの応用

内

8

6飾データベースの演算

9

講義時期

容

7節データベース管理システム

10

科冒辿、修区分

8節データベース応用

Ⅱ

章末テストデータベースレポート形式

12

第2章ネットワーク

13

14

1節ネットワーク方式

目1」期

2節 OS1基本参照モデル

15

必修

3節 TCP/1Pプロトコノレ

16

4節 IPアドレス

17

5節ネットワーク管理

18

6節 TCP/1Pアプリケーション

19

授業時間数

20

7節ネットワーク応用技術

21

章末テストネットワークレボート形式

サーティファイ清報処理検定3級対策授業

22

第3章情報セキュリティ

23

2

24

2

1節情報セキュリティ

25

2

2節システムへの攻撃手法

26

2

3節暗号化技術

27

4節認証技術

2

28

2

5節セキュリティ技術

29

2

6節セキュリティリスク

教科書

30

2

7節セキュリティ管理

合計時間数

時問外
学習

2

章末テストネットワークレポート形式

システム開発と情報技術
情報処理検定問題集(3級・2級)

成馴H価方払

授業時間内で終わらなかった点をC1郎訂oomにて質疑応用。

2

実習課題や演習問題集にて自主学習。

2

担当詳細

授業態度10pt、章テスト40pt、検定試験得点如Pt、検定対策模擬試験10pt

2

学校基準によ四段階評価とする

実務経験紹介

2

2

2

教員

2

2

10

備考

2

2

3

3

2

2

2

2
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令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科他年制)1年次

到達目標

プログラムによってコンピュータ処理の流れを記述できるように、基本的なデータ処理のためのアルゴリズ
ムを学習する。

プログラム設計IA

授業計画

・流れ図の基本パターン、繰り返し処理、整数の計算、探索処理、整列処理を理解できる。
・疑似言語に処理の流れを理解でき、トレースできる。
・ファイル処理、文字列操作、ビット操作の処理が理解できる。

シラノ丈ス

学校瑠:国際電子ビジネス専門学校

1

授業方法

2

第1章アルゴリズム入門

3

担当者

第2章流れ図の基木パターン流れ図遮続型選択型反復型

4

第4章計算のアルゴリズム

5

第6章配列操作

6

講義、実習

第3章疑似言語の基本ハ'ターン疑似言語とけ疑似言語の表記法

7

長嶺博紀

8

第5章手絖・関数

9

フルゴリズムとはデータ型領域の慨念基本榊浩

内

第7竜探索のアルゴリズム

10

Ⅱ

合計平均べき乗計算乗算除算最大最小抽出神習問題

第8章整列のアルゴリズム

12

1汰元配列配列の異動 2徐元配冽純習間題

講義時期

純習問題(サーテノファイ情報処理2級2部_疑似言語・基本佶報技術者試験_疑似言語)

13

科目必修区分

14

疑似言語の言語部分疑似言語の処理部分錬習問題

手続・関数とは変数のスコープ引数と戻り値諫習澗題

15

16

探索処理とは線形探索ブロック探索

2分探索ハッシュ探素練習問題

17

則期

18

整列処理とは基本選択法基本交換法基本挿入法

必修

19

20

21

22

23

授業時問数

24

25

4

26

4

27

8

28

教科書

8

29

時間外
学習

合計時問数

30

清報処理試験合格へのパスポートアルゴリズムとデータ構造

成績評価
方法

2

復習J也三金した内容をその日のうちに再度復習※30分程度

2

担当詳細

6

出席評価点10pt、チェックテスト50PI、評価テスト20pt、授業態度20pt

6

実務経験紹介

学校基準によ列段階評価とする

9

10

教員 備考

60

容



令和 7年度

学科・学年

授業科冒

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)1午次

到達目標

プログラミング言語 IAuava)

JaⅦ言語の基本文法から、オブジェクト指向プログラミングを理解し、実習では練習問題を通Lて基礎的
なプログラミングスキルを身に着ける。

授業計画

・簡単なソースコードを読むことができる。
・基本的なプログラミングスキルが身につくので、簡易プログラムが作成できる。
・サーティファイ主催ⅡⅦ言語プログラミング能力認定試験2、3級が取得できる。

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

オリエンテーション(授業の概要説明(進捗・評価など)、実習環境の設定と動作確認、)

3

担当者

第0章」0Ⅶとオプジェクト指向

4

第1章ルⅦの基礎一」0Ⅶとは

5

第]章、1aⅦの基礎ープログラムの棡造確認

6

講羨、実習

第1章」0Ⅷの基礎一演算子を使0た計算、演算子の優先順位

7

喜友名航

第1章」aⅦの基礎一変数を使0たプ目グラム

8

第1章」0Ⅵ'の基礎一標準入力

9

内

第1章ⅡⅦの基礎一型変換

10

第2章分岐・条件分岐とは

11

第2章分岐一j伐、i伐の分岐を増やす、i伐のネスト

12

第2章分岐・複数の条件を組み合わせる

講義時期

13

科目必修区分

第2章分岐一脚託oh文

14

第3章繰り返し一繰り返しとは

15

第3章繰り返し一血r文、多重ループ

16

第3章繰り返し一wh110文、do-while文、繰り返しの広用

17

第3章繰り返し一配列

月1」j翊

18

第4章クラスとメソッドークラスとインスタンス

必修

19

第4章クラスとメソッドーメソッドの定義

20

第4章クラスとメソッドークラスのメンパ、.仏UCメンバ

21

第5章カプセル化ーカプセル化とは

22

第6章クラスの継承一継承とは

23

長業時間数

第6章クラスの継承ースーパークラスとサブクラス

24

第6章クラスの継承ーポリモフィズム

25

第9章クラスライプラリ(stl,in宮クラス、1ntegerクラス、列挙型)

2

26

検定対策_演習(基本文法を用いたプログラム作成、コマンドラオン引数など)

27

検定対策U脚0言語3級対策、模擬試験の実施、解説)

28

教科書

29

時問外
学習

合計時問数

2

30

Java実践プログラミング、J卸aプログラミング能力認定試験2,3級過去問題集

成績評価
方法

2

授業内容の復習(検定対策時は、合格点に満たさない者は放課後講座を実施)

2

担当詳細

2

授業態度10pt、単元テスト20pt、試験得点(模擬、本試験含む)60pt、検定試験(合格有無)10pt

実務経験紹介

学校基準によ叫段階評価とする

2

2

2

2

教員

2

2

2

2

備考

2

2

4

2

16

60

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)1年次

到逹目標

・ビジネスにおいて必要不可欠なIT知識・パソコン操作を網羅し、実務に直結した知識・技術を習得寸る。

授業計画

ITりテラシー実習

・ホームポジションでタイピングできる。
・効率的なパソコン操作ができる(ショートカットキーの利用やデータ整理など)
・powerpointの基本操作ができる

シラノ叉ス

学校名.国際電子ビジネス専門学校

2

授業方法

第1章WindowS11を使い始める

3

担当者

第2章WmdowS11の基本操作を知る

4

第3章文字入力の基本をマスターする

5

第4章ファイルとフォルダーを自在に扱う

6

第5章インターネットを決適に利用する

7

講義・実習

第6章コミュニケーションツーノレを活用する

今頭翔太

8

第7章クラウドサービスを使いこなす

9

第9章写真や動画を取り込んで編集する

10

内

第10章さまざまな周辺機器を使用する

11

第11章WindowS11を使いこなすテクニック

12

Powerpoint操作練習

13

講義時期

発表用スライド作成

科目必修区分

14

プレゼンテーションの実施

15

16

17

18

月1」期

19

広、但

20

21

22

23

24

授業時問数

25

26

2

27

2

28

教科書

2

29

時問外
学習

2

合計時間数

30

2

2025年度版やさしい教科書一器に凝縮Wind0峪Ⅱ Home/pr0対応

成績評価
方法

授業時間内で終わらなかった実習課題・演習問題

3

3

担当詳細

課題提出40pt、文章入カスピード20pt、プレゼン発表20pt、授業態度20pt

3

実務経験紹介

3

学校基準によ輿段階評価とする

3

6

8

教員

3

備老

42

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)1年炊

到達目標

第一印象の重要性を理解し、好感の持てる話し方を身につける

ビジネスマナー 1A

授業計画

・笑顔や身だしなみなど第一印象の重要性を理解する
・立場の違いを考えた言葉遣いができる

シラノ丈ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

ビジネスマナーとは(社会人として求められる資質、あいさ0・身だしなみの重要性)

3

担当者

第一印象の重要性(立つ姿勢、お辞儀の仕方、語先後礼、表倩訓練、発声練習)

4

話の仕方、聞き方のポイントと注意点ψツション言葉、前向きな会話)

5

言葉遣い(敬語の種類と使い分け)

6

講義、演習

託東習問題】

7

藤吉綾子

尊敬語と謙談語の混同

8

二重敬語

9

内

確認テスト

10

Ⅱ

容

12

講義時期

13

科目必修区分

H

15

16

17

月1」1羽

18

必修

19

20

21

22

23

授業時問数

24

25

4

26

3

27

2

28

教科書

2

29

時間外
学習

合計時間数

30

実践ビジネスマナー(1,200円十税ウイネット)

成績評価
方法

2

なし

担当詳細

2

出席率(2鶚)・授業態度(25%)・提出物(2鵬)・期末テスト(25%)

実務経験紹介

教員 備考

j

16



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)1年炊

到逹目標

社会人にとって基本的な素養を学習し、就職活動の具休的な進め方を知る

授業計画

キャリアデザイン1

1.社会人に必要な知識、意識を身につけ、学生と社会人のメリハリを0けて行動できる。
2.自己分析を行い、自身のPRができる。

シラノ叉ス

学校瑠:国際電子ビジネス専門学校

2

枇職活動の基礎を整える(身だしなみ、社会人としての心構え)

授業方法

3

就職活動の基礎を整える(履歴書の準備)

4

担当者

枇職活動の基礎を整える(業界研究)

5

就職活動の基礎を整える岫己分析)

6

面接の流れ口ールプレイング①

7

講残、実習

8

長嶺博紀

9

10

内

Ⅱ

12

13

14

講義時期

科目'、修区分

15

16

17

18

19

目1」期

20

必修

21

22

23

24

授業時問数

25

26

4

27

5

28

教科書

3

29

時間外
学習

5

合計時間数

30

就職活動の進め力(KBC学園)

5

成績評価
方法

授業の復習。提出課題作成。企業研究や自己分析に対する意識向上。

担当詳細

授業態度20pt、レポート提出30pt、模擬面接会結果50pt

実務経験紹介

学校基準によ輿段階評価とする

教員 備考

22

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)1年次

到達目標

キャリア教育の実現の鍵は専門能力および発揮できる力(人間性)であることを知り、永久戦力を目指司、上
での向己のあり方を考える。

・相手を尊重した行動ができる
・相手の意見を傾聴し、受け入れることができる
・心を込めた挨拶ができる
・感謝の気持ちを相手に伝えることができる

授業計画

志学1

学校畠:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

担当者

第1章:感謝

3

第2章:感動

4

第3章:思いやり・気くぱり

5

講襲・実習

第4章:明朗

6

長嶺博紀

第5章:挨拶

7

第6章:素直

8

第7章:プラス思考

9

第8章:チャレンジ精神

内

10

第9章;永久戦力

Ⅱ

志学 1 まとめ、振り返り

12

講義時期

科目必修区分

13

H

15

16

17

月1」期

18

必修

19

20

21

22

23

24

授業時間数

25

26

2

27

2

28

教科書

2

29

時間外
学習

2

合計時間数

30

2

KBC学園志学 1・Ⅱ

成績評価
方法

2

授業内の各種事例を深く掘り下げる。同様事例を独自に情報収集する

2

担当詳細

3

授業態度30pt、科目終了後の授業レポートフ0pt

2

学校基準によ叫段階評価とする

実務経験紹介

2

教員 備考

21

、
、
~ラシ

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情穀スペシャリスト科(2年制)1年炊

到達目標

コンビュータ概論1以コンピュータ概1制

コンビュータのハード技術やソフト技術に関する知識を初歩から学び、1CT(1T)技術者として働くための
専門知識を学習する。

授業計画

・サーティファイ清報処理検定(2級暗円に合格できる
・基本情報技術者試験(国家試験)の内容が理解できる
・目的に応じてニンピュータの活用ができる

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業力法

2

【2章】コンピュータの数値表現

3

担当者

R章】システムの構成要素

4

【5章】ソフトウェア

5

仏章】アルゴリズムとデータ構造

6

サーティファイ情報処郡技術者試験2級1部検定対策(試験時問・解説含む)

7

1蒜義

伊魂利一

8

9

内

10

11

12

講襲時期

13

科目必修区分

14

15

16

17

18

後期

19

必、修

20

21

22

23

授業時問数

24

25

5

26

4

27

4

28

教科書

2

29

合計時間数

18

30

時問外
学習

コンピュータ概論
情報処理検定問題集(2級)

成績評価
方法

授業時間内で終わらなかった点をClassroomにて質疑応用。

実習課題や演習問題集にて白主学習。

担当詳細

授業態度10pt、章テスト20pt、検定対策模擬試験如Pt、検定試験得点30pt

実務経験紹介

学校基準によ列段階評価とする

教員 備老

33

容



令和 7年度

学利,・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)1年歌

=ンピュータ概論ⅡB(マネジメントと情報化)

到達目標

ストラテジおよびマネジメント分野の基本的かつ普遍的な知識の習得を目的とする。
企業における経営戦略と担当業務の関連性、システム開発のライフサイクル、プロジェクトマネジメント、サー
ビスマネジメントおよびシステム監査などの知識を学習する。

・サーティファイ清報処理検定2級に合格できる
・基本懐報技術者試験(国家試験)の内容が理解できる
・職業人としてIT(浩報技術)の基本的な知識を活用し、上位者とのコミュニケーション、業務分祈と解析およ
びシステム化の支援を行う事ができる。

授業計画

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

2

第4章 OR・1E

3

第5章企業会計

4

第6章法務と標準化

5

サーティフプイ情机処理技術者試験2級1部検定対策(試験時問・解説含む)

講錠

赤嶺和人

6

サーティファイ倩報処理技術者試験2級2部検定対策(試験時問・解説含む)

7

8

9

10

内

Ⅱ

誠裟時期

科目必修区分

容

12

13

14

15

16

後期

17

必修

18

玲

20

21

21

22

23

授業時間数

24

25

7

26

3

27

6

28

12

29

教科書

12

合計時問数

30

侍間外
学習

マネジメントと情報化
サーティファイ情報処理検定問題集(3級・2級)

成績評価
方法

授業時間内で終わらなかった点をCla訟roomにて質疑応用。

実習課題や演習問題集にて自主学習。

担当詳細

出席率・授業態度20pt、単元テスト20pt、期末試験30pt、検定試験30pt

学校基準によ咲段階評価とする

実務経験紹介

教員 備考

40

ス
゛
、ラシ



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)1年歌

コン甘ユータ概論Ⅲ引システム開発技術)

到達目標

・システム開発における開発プロセスや要件定義、設計に関tる知識を学ぶ。
・ソフトウェア朋発における要件定義、設計構築、テスト、受入れ支援、保守に関する知識を学ぶ。

授業計画

・サーティファイ情報処理検定2級に合格できる
・基本情報技術者試験(国家試験)の内容が理解できる
・目的に応じてニンピュータの活用ができる

シラノ丈ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

2

第4章ユーザーインターフェース

3

1節二ーザーインターフェース

4

第5章システム開発技術

i蒜幾

5

渡具知斉

1節システム開発とは

6

2節システム開発のプロセス

7

3節システム要件定義

内

8

4節システム設計

9

講義時期

科目必修区分

5節ソフトウェア要件定義

10

6節ソフトウェア設乱

Ⅱ

12

7節ソフトウェア枇築

8節続合・テスト

13

9節導入・受入れ支援と保守

14

後期

15

10節ソフトウェア開発手法

必修

16

章末テストユーザインターフェース・システム開発技術

サーティプアイ情報処理検定断蹴部対策授業

17

サーティファイ情報処理検定2級2部対策授業

18

19

授業時問数

20

21

22

23

3

24

25

3

26

3

27

3

28

3

29

3

教科書

30

3

合計時問数

時間外
学習

3

システム開発と情粗技術
情報処理検定問題集(畍卿、情報処理技術者試験科目A/B模擬試験問題集

3

成鎚,仟価方↑'

授業時間内で終わらなかった点をCla部roomにて質疑応用。

3

実習課題や演習問題集にて自主学習。

3

担当詳細

授業態度10pt、章テスト40pt、検定試験得点40pt、検定対策模擬試験10PI

3

学校基準により4段階評価とする

実務経験紹介

9

5

教員 備考

50

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)1午次

到達目標

プログラムによってコンビュータ処理の流れを記述できるように、基本的なデータ処理のためのアルゴリズ
ムを学習する。

プログラム設計IB

授業計画

・流れ図の基本パターン、繰り返し処理、整数の計算、探索処理、整列処理を理解できる。
・疑似言語に処理の流れを理解でき、トレースできる。
・ファイル処理、文字列操作、ビット操作の処理が理解できる。

シラノくス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

第8章整列のアルゴリズム

3

担当者

第9章オプジェクト指向プ営グラミングの基本ハ'ターンオプジェクト指向とは

4

5

第10市データ構遣

6

講鶉・実習

7

長嶺博紀

第11章実践アルゴリズム

8

その他の整列方法純習問題

9

内

10

サーティブアイ情報処理2級2部検定対策

11

オプジェクトとクラスオーバードーズ継承錬習問題

12

データ構迭の概要配列りスト

講義時期

13

スタックとキニー木榊造純習問題

科目必イ惨区分

基数変換経路選択

14

15

文宇列探素順位付け

16

文字列の比較逆ポーランド記法

17

後期

18

必修

19

20

21

22

23

授業時間数

24

25

6

26

27

2

28

教科書

10

29

時間外
学習

合計時間数

7

30

情報処理試験合柊へのパスポートアルゴリズムとデータ構造

成績評価
方法

2

復習:勉強した内容をその日のうちに再度復習※30分程度

2

担当詳細

2

出席評価点10pt、検定取得如Pt、評価テスト30pt、授業態度20pt

16

学校基準により4段階評価とする

実務経験紹介

教員 備考

48

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)1年次

到達目標

プログラミング言語IBuaⅦ)

J脚且言語の基本文法から、オブジェクト指向プログラミングを理解し、実習では練習問題を通して基礎的
なプログラミングスキルを身に着ける。

授業計画

・簡単なソースコードを読むことができる。
・基本的なプログラミングスキルが身につくので、簡易プログラムが作成できる。
・サーティファイ主催」a松言語プログラミング能力認定試験2、3級が取得できる。

シラノ丈ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

第4章クラスとメソッド(前捌おさらい(メソッド、メンバの復習))

3

担当者

第4章ウラスとメソッド(オーバーロード、ジェネリクス)

4

第5章カプセル化(カプセル化、アクセス修飾子)

5

第5章カプセル化(=ンストラクタ)

6

講義・実習

第5章カプセル化(パッケージ)

7

喜友瑠航

第6章クラスの継承(継承、スーパークラスとサブクラス)

8

第6章クラスの継承(オーバーライド、抽象クラスと抽象メソッド)

9

内

第6章クラスの継承(サブクラスからスーパークラスへのアクセス、継承と修飾子)

10

第6章クラスの継承(ポリモフィズム)

11

第7章クラス応用(インタフェース、定義と継承、クラスの紲承とインターフェースの実装)

12

第7章クラス応用(内部クラス、ローカルクラスと無名クラス、ラムダ式)

講義時期

玲

科目必修区分

第8章例外クラス(エラーとは、tw-C祉Ch文、6Πa11y文)

14

第8章例外クラス(throW文、thtow.キーワード)

15

第9章クラスライブラリ(文字列、 E付、正規表現、数値操作、列挙型)

16

第10章ニレクションフレームワーク(ロレクションフレームワーク)

17

第10章コレクションフレームワーク(L稔t)

18

後期

第10章=レクションフレームワーク(seo

19

必修

第10章=レウションフレームワーク(M叩)

20

第10章=レクションフレームワーク(コレウションとラムダ式、APD

21

第Ⅱ章プアイル操作(ファイル操作の基本、入出力とストリーム、プアイルの読み書き)

22

第Ⅱ章ファイル操作(効率化、文宇二ード指定、区切り文宇ごとの読み込み)

器

授業時間数

第12章マルチスレッド(マルチスレッド、 Threadクラス、Runn北leインタフェース)

24

検定対策U則a言語2級対策、模擬試験の実施、解説)

25

26

27

2

2

28

教科書

29

2

時問外
学習

合計時間数

30

2

JaⅦ実践プログラミング、JaⅦプログラミング能力認定試験2,3級過去問題集

成績評価
方法

2

授業内容の復習(検定対策時は、合格点に満たさない者は放課後講座を実施)

2

担当詳細

2

授業態度10pt、単元テスト20pt、試験得点(模擬、本試験含む)60pt、検定試験(合格有無)10pt

2

学校基準により4段階評価とする

実務経験紹介

4

3

3

2

教員

4

2

2

2

備考

2

2

3

3

3

18

70

容



令和 7 午度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)1午次

下期の国家試験「情報セキュリティマネジメント試験」合格に向けて試験対策を実施する。
情級セキュリティマネジメント試験対策としては、模擬問題の演習を元に各分野の専門知識・技術を身につ
ける。
また、対策問題だけでなく、セキュリティに関する動画視聴を行い、グループワークによる意識向上を図るとと
もに、セキュリティマネジメント試験に関連知識についても学習する。

到達目標

セキュリティ演習

授業計画

・グループワークを通してセキュリティに関tる意識向上および知識定着。
・情報セキュリティマネジメント試験の合格。

シラノ气ス

学校右:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

担当者

2

オリエンテーション(授業目的・カリキュラム説明など)

3

演習.動画視聴およびグループワーク①

4

演習:今年度(下期対策)試験(午前)①

講義・実習

5

講義:今年度(下期対策)試験解説(午前)①

6

山下修

演習;動画視聴翁よびグノレープワーク②

7

演習:今午度(下期対策)試験(午前)②

8

講義:今年度(下期対策)試験解説(午前)②

9

演習:動画視聴およびグループワーク③

10

内

演習:今午度(下期対策)試験(午前)③

11

講義時期

科目必修区分

講義:今年度(下期対策)試験解説(午前)③

12

演習:動画視聴およびグループワーク④

玲

演習:今午度(下期対策)試験(午前)④

14

講義:今年度(下期対策)試験解説(午前)④

巧

演習;今年度(下期対策)試験(午前)

16

後期

講義:今年度(下期対策)試験解説(午前)

17

必修

演習:今年度(下期対策)試験(午後)

18

講起:今年度(下期対策)試験解説(午後)

19

演習オ青報処理技術者試験(セキュリティ分野)試験対策(午後)

20

誰義:情報処理技術者試験(セキュリティ分N"試験解説(午後)

21

22

23

24

授業時間数

25

26

27

3

28

教科書

3

29

時問外
学習

3

合計時問数

30

3

出るとこだけ!情報セキュリティマネジメントテキスト&問題集 2024年版、1PAサイト

成績評価
方法

3

試験学習サイトの使用

3

担当詳細

3

授業態度20pt、課題提出状況如Pt、期末テスト40pt

3

学校基準により4段階評価とtる

実務経験紹介

3

3

3

教員

3

3

3

3

4

備胃

4

3

57

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)1年歌

到達目標

社会人にとって基本的な素養を学習し、枕職活動の具休的な進め方を知る

授業計画

キャリアデザインΠ

1.就職面接で自己を魅力的に表現できる。
2.自己分析を行い、自身のPRができる。

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

1

2

面接の流れ口ールプレイング②

3

授業方法

面接の流れ口ールプレイング③

4

担当者

面接の流れ口ールプレイング④

5

就職活動の基礎を整える(企業研究)

6

履歴書作成伯己眼、志望動機添削)

7

講義・実習

8

長嶺博紀

9

10

内

Ⅱ

12

13

14

講義時期

科巨必修区分

15

16

17

18

19

後期

20

必修

21

22

23

24

授業時問数

25

26

5

27

5

28

教科書

5

29

時間外
学習

22

合甫時間数

30

12

就職活動の進め方(KBC学園)

成績評価
方法

授業の復習。提出課題作成。企業研究や白己分析に対する意識向上。

担当詳細

授業態度20pt、レポート提出30pt、センスアップセミナー模擬面接結果如Pt、出席状況10祺

実務経験紹介

学校基準によ川段階評価とする

教員 備考

49

容



令和 7 畢度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)1年次

到達目標

第一印象の重要性を理解し、好感の持てる話し方を身につける

ビジネスマナー1B

授業計画

・笑顔や身だしなみなど第一印象の重要性を理解する
・立場の違いを老えた言葉造いができる
時の基本的な立ち居振る舞いを身につける

シラノ气ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

自己PR文の作成のポイント

3

担当者

【演習】グループ面接時の入退室・自己紹介

4

1演習】グループ面接(入退室十質疑応答)

5

6

誰義、演習

7

藤吉綾子

8

9

内

10

Ⅱ

12

講義時期

13

科目必修区分

14

15

16

17

後期

18

'、修

19

20

21

22

・面接

23

授業時間数

24

25

2

26

2

27

14

28

教科書

29

時問外
学習

合計時問数

30

実践ビジネスマナーQ,200円十税ウイネット)

成績評価
方法

なし

担当詳細

出席率(2副)・授業態度(25%)・提出物(2醐)・期末テスト(25%)

実務経験紹介

教員 備考

18

容



令和 7年度

学利・・学年

授業科艮

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)2年炊

上期の国家試験「基本情報技術者試験」合格に向けて試験対策を実施する。
基本情報技術者試験対策としては、模擬問題の演習を元に各分野の専門知識・技術を身につける。

到達目標

情報処理技術者試験演習

授業計画

・演習、講義を通して知識の定着。
・基本清報技術者試験の合格。

シラノくス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

担当者

オリエンテーション(授業目的・カリキュラム説明など)、アカウント作成

3

演習:模擬試験(科目A①、科目B①)

4

講義:模擬試験(科目A①、科噛B①)の解説

5

講義・実習

講義:模擬試験(科目A①、科目B①)の解説

伊禮

6

演習:模擬試験(科目A②)

7

講義.模擬試験(科目A②)の解説、演習;模擬試験(科目B②)

8

喜友名

講義:模擬試験(科目B②)の解説

9

内

演習:模擬試験(科目B③)

10

講義:模擬試験(科目B③)の解説

11

演習;模擬試験(科目B④)

講義時期

12

科目必修区分

誰義:模擬試験(科目B④)の解説

13

演習:模擬試験(出るとこだけ基本情報予想問題1)

14

講義:模擬試験(出るとこだけ基本情報予想問題1)の解説

15

演習:模擬試験(出るとこだけ基本情報予想問題2)

16

講義:模擬試験(出るとこだけ基本情報予想問題2)の解説

17

月1」1胡

演習:模擬試験(出るとこだけ基本情報予想問題3)

18

必修

講義:模擬試験(出るとこだけ基本情報予想問題3)の解説

19

演習:模擬試験(1PA令和5・6公開問題)

20

講義:模擬試験(1PA令和5・6公開問題)の解説

21

期末テスト(利目A/科目助

22

期末テスト(科目A/科目助の解説

23

授業時間数

24

25

26

2

4

27

6

28

教科書

29

3

時間外
学習

合計時間数

3

30

基本情報技術者試験科目A/B 模擬試験問題、出るとこだけ基本情報科目B、1PAサイト

成績評価
方法

6

試験学習サイトの使用

5

担当詳細

5

授業態度20pt、課題提出状況40pt、期末テスト40pt

6

実務経験紹介

学校基準により4段階評価とする

6

6

4

6

教員

6

6

4

6

備考

7

5

5

6

107

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2午制)2年次

到達目標

プログラミング言語Π(OCJ-P)

J0Ⅶ言語の基本文法・オブジェクト指向プログラミング(クラス・インターフェース)を理解し、
Onlde認定上1ⅦSEBronze試験合格に向けて演習を含めた学習を行う。

授業計画

・J剖0言冒吾の基本文法について説明ができる。
・オブジェクト指向プログラミングについて説明ができる。

・JaⅦ言語の上級者の指導のもとで開発作業を行うことができる。

シラノ丈ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

シラバス説明・JaⅦ開発環境の確認

3

担当者

【教科書】第1章ルⅦ言語のプログラムの作成

4

【教科書】第2章データの宣言と使用

5

【教科書】第3章演算子と条件文(分岐文)

6

講鶉・実習

【教科書】第4章繰り返し文と繰り返し制御文

7

伊禮利一

【教科書】第5章オブジェクト指向コンセプト

8

【教科書】第6章クラス定綻とオブジェクトの生成・使用

9

内

【教科書】第7章継承

10

【教科書】第8章ポリモフィズムとパッケージ

Ⅱ

【問題集】第1章仏松言語のプログラムの流れ

12

講義時期

【問題集】第2章データ宣言と使用

13

科目必修区分

【問題集】第3章演算子と分岐文

14

【問題集】第4章ループ文

15

【問題集】第5章オブジェクト指向の概念

16

【問題集】第6章クラス定義とオブジェクトの使用

17

【問題集】第7章継承とポリモーフィズム

月1」期

18

OCJP 模擬試験・解説①&onze模擬試験

必修

19

OCJP 模擬試験・解説②Br伽Ze模擬試験

20

OCJP 模擬試験・解説③Bm舵R模擬試験

21

OCJP 模擬試験・解説④B門耶0模擬試験

22

OCJP 本番試験(2025年8月7日木曜日予定)

23

授業時問数

24

25

26

3

27

4

28

教科書

6

29

合計時問数

時問外
学習

6

30

【教科書】オラクル認定資格教科書J卸aプログラマ BronzesE 試験番号IZO-818
【問題集】徹底攻略JaⅦ SE Bron2e問題集[1ZO-818]

2

成績評価
方法

6

オンライン教材(P禎閥ラーニング)による自主学習環境を推奨

6

担当譯細

6

授業態度20pt、中問試験20pt、模擬試験4回30pt、本番試験(30Pり

2

実務経験紹介

学校基準により4段階評価とする

3

3

3

教員

2

3

3

6

4

備考

6

5

5

85

容



令和 7 催度

学利・・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)2年次

到達目標

J且Ⅶ言語でのソフトウェア開発について、統合開発環境(eC1ゆSe)の準備や使い力を学び、GU1プログラムやデータ
ベース利用、W此アプリケーション作成などの演習を通し、ソフトウ=ア開発の下流工程のプログラミング、コーディン
グ、デバッグの技能を習得する。

開発実習 1(基礎)

授業計画

104

統合開発環境(ed1郡e)を使0て、=ーディング、デバッグができる
且Ⅶ SM鴫を使0たGU1プログラムを作成できる
データベースの利用やWebアプリケーションの作成ができる

シラノくス

学校名:国際電子ビジネス専門学佼

授業方法

2

Ⅲ授業概要と授業実施前の準備

3

担当者

02 統合開発環境(eC1如Se)のインストール、設定、動作確認

4

船統合開発環境(eC恥託)でのコーディング・デバッグ演習

5

04基本アルゴリズムのプログラミング演習

6

講義・演習

05GU(SW伽g)プログラムの基礎知識と演習

7

福士とよみ

06 データベース(MysQL)のインストーノレ、設建、動作確認、テーブル作成演習

8

08 データベース(M町iaD助のアクセスプログラムDA0Φa捻ACC郎Ssobjec0の演習

9

09 デザインパターンMVC(Mode卜Vjew-C邨tr011er)の基礎知識

内

10

Ⅱ簡易アプリケーション作成演習

Ⅱ

16Webアプリケーションの基礎知識

12

17W曲アプリケーション作成演習

13

講義時期

科目必修区分

予備

14

15

16

17

18

目1」1切

玲

必修

20

幻

22

23

24

授業時問数

25

26

27

2

28

教科書

8

29

時問外

学習

20

合計時問数

30

20

成績評価
方法

自作プリント、スライド

6

授業時間内で終わらなか0た演習や課題の作成を行う

10

担当詳細

8

授業態度(20PO、授業での演習(40PO、演習課題(40PO

8

実務経験紹介

学佼基準により4段階評価とする

10

10

1

教員 備考

容

1
 
2
 
3



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業慨要

情級スペシャリスト科(2年制)2年炊

到逹目標

企業から内定を獲得するために、履歴書のブラッシュアップ、白己PRや志望動機などの内容強化、面接練
習を行う。
社会人になる前にやっておくべきことを認識し、実際に行動に移せるようにする。

授業計画

キャリアデザインⅢ

自己を振り返る手法伯己分析)を理解し習得できるようになる。
社会で活避するためのスキルを理解し、身に付けるための行動に移すことができる

シラノ丈ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

科目の目的などの説明(履修に対する動機づけ)

担当者

未内定者
・履歴書のブラッシュアップと作成
・自己PRの内容強化
・志望動機の内容確認
・面接の練習
・就職試験受験後の振り返りと対策

内定者
・社会人になるまでにやっておくべきことの確認
(外部イベントへの参加、新閉などでの情報収集、読書など)
・内定職種に必要な資格敢得のための計画の立案と実施

2

講義、実習

赤羽利夫

内

3

4

5

講義時期

6

科目必修区分

7

8

9

10

Ⅱ

月1」期

12

必修

玲

14

15

16

授業時問数

17

18

教科書

19

時問外
学習

合計時間数

20

KBC学園就職活動の進め方

成績評価
方法

採用試験準備(履歴書作成、エントリーシート、面接練習)

採用試験受検(筆記、webテスト、面接)

担当詳細

102

授業態度20pt、履歴書完成度20pt、取辧且み姿勢40P、提出物20pt

実務経験紹介

学校基準によ叫段階評価とする

教員 備考

103

容

1
2



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科化午制)2午次

到達目標

・PHPを用いたWebアプリケーション開発を行いながら、web関連技術の知識を深める。

Wob開発実習Π(PHP)

授業計画

1,PHPの基本を習得し、コードを読み解くことができる。
2,PHP・MysQLを連携した、簡単なWobアプリケーションの作成ができる。

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

オリエンテーション

3

担当者

①1章、.0の準備編

4

①2章、パソニン設定編

5

①3章、プログラミング編

6

講義・実習

①4章、データベース編

7

赤嶺達也

②1章、いろいろ準備編

8

②2章、スタッフ管理システムの作成

9

内

②3章、商品管理システムの作成

10

②4章、スタッフ専用ログイン認信正ページの作成

H

②5章、スキノレアップ

12

②6章、ショッピングカート機能の作成

講義時期

13

科目必修区分

②7章、注文機能の作成

14

②8章、E此e1で注文管理

15

②9章、会員機能の作成

16

作品制作

17

月1」1甥

18

必修

19

20

21

22

23

授業時問数

24

25

0.5

26

0.5

27

2

28

教科書

8

29

10

合計時問数

時問外
学習

30

①いきなりはじめるPHP入門
②気づけぱプロ並みPHP改訂版

成績評価
方法

10

・オンライン学習教材(paizaラーニング)

10

担当詳細

6

授業態度:20PI、実習課題:65Pt、作品提出:15Pt

6

実務経験紹介

巧

10

5

教員

6

12

備老

102

容



令和 7 午度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2午制)2午汰

データベース入門 1(OSS-D助

・postgresQLを使って、りレーショナノレデータベース(RDBMS)の運用管理やRDBMSのデータを定義したり、
操作するための標準言語であるSQLの書き力を学ぶ。
・基本的な運用管理コマンドやバックァップ方法、データ操作文やデータ定義文、トランザクション管理の命
令を実習を通じて、実践的な学習を行う。

到達目標

授業計画

1. postg鵡SQLのコマンドとSQLを使えるようになる
2. OSS-DBsilver の問題が解けるようになる

シラノ§ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

担当者

オリエンテーション

3

データベースの環境構築

4

SQLによるデータベースの操作『基礎編』

5

講義・実習

SQLによるデータベースの操作『応用編』

6

大城政邦

テ'^タ写!

7

データベース定義の応用

8

1章・オープンソースデータベースの一般的特徴

9

2章・データベースの基礎知識

内

10

3章・インストーノレ

Ⅱ

4章・標準付属ツール

講義時期

12

科目必修区分

5章・設定ファイル

13

6章・バックアップとりストア

14

7章・基本的な運用管理

巧

8章・SQLとオブジェクト

16

9章・組込関数と演算子

17

後期

10章・トランサクション

玲

選択

試験対策

19

本試験

20

21

22

23

24

授業時間数

25

26

27

2

28

教科書

3

29

時間外
学習

6

合計時間数

30

・オープンソースデータベース標準教科書・OSS教科書OSS-DBsilver・web問題集Pmき一t

成績評価
方法

オンライン教材(paiZ且ラーニング)による白主学習環境を提供

Web問題集Pi昭一tを用いた試験対策

担当詳細

3

授業態度15Pt、実習課題如Pt、確認テスト15P[、本試験:30P【

3

学校基準によ熨段階評価とする

実務経験紹介

5

6

6

教員

4

9

3

3

16

備考

4

フフ

容



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)2年次

到達目標

Spd叩Fm肌eworkを利用したWebアプリケーション開発を学習寸る

授業計画

開発実習Ⅱ(応用)

1.springを駒」用して簡単なWebアプリケーション作成できるようになる。
2.spri叩で採用されている概念を理解寸る。

シラノくス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

2

授業方法

Webシステム構成とSprmg開発環境

3

担当者

開発環境拙築

(step0のYvebアプリケーションを開発司一るべースとなる5m山g丘0Ⅲew0ホを使って、
空うぽのアプリケーションを動か寸。

4
(stepoDwebりクエストを受け取り、webレスポンスを返寸アプリケーションを動か
,、。 MVCのC醐[r011erを導入する。 6Veh API、 Reso

講義・実習

5

山下修

(step02) MVCのνioWを導入tる。

6

内

(step03) MVCのMode1を導入tる。

7

睿

(step04)wehページからタスクを入力し、りストに追加できるようにする。(入カデー
タの受け取り方)

8

講接時期

利目必修区分

(S[ep05)webページからタスクを修正(更新)できるようにする。

9

W

(乱即06)webページからタスクを削除できるようにする。

U

(S也P07)例外ハンドラを導入寸る。(エラーページ)

後期

選択

12

(step08)JDBCテンプレートを導入する。(データベース準備)

(計ep0のR叩帖it0Ⅳをメモリ版からP舶地resQL版へ変更tる。(データベースを
使0たタスク管理)

13

14

(steP1の表示をりツチにするためにCSSを適用司、る。

巧

授業時問数

16

17

5

18

5

19

5

20

21

5

22

23

5

24

25

6

26

27

6

28

教科書

29

6

時問外
学習

合計時問数

30

SNingBoot3プログラミング入門(秀和システム)、テスト(独自)、サンプルプログラムと手順書(独自)

成績評価
方法

6

時問中に動かすことができなかったプログラムを動かtところ主で作成tる

担当詳細

時間中に理解Lきれなかうたことをネットで調べて理解寸る

6

授業出席5Pt、参加状況25Pt、課題提出30pt、テスト結果卯Pt

6

実務経験紹介

学校基準によ叫段階評価tる

6

教員

6

備考

73



令和 7年度

学科・学午

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)2年次

到達目標

社会人として必要不可欠なビジネスマナーや電話応対、ビジネスルールを口ールプレイを通して実践的
に学習する

授業計画

ビジネスマナーⅡ

・身だしなみの重要性を認識し、TP0に合わせ身だしなみを整えることが出来る・名刺の正しい扱い方を
身につける(受け方、出し方、同時交換の仕方)・ビジネス電話の基本を踏まえ好感の持てる応対が出
来る

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

授業方法

2

社会人としての心構え(学生と社会人の違い、身だしなみ、言葉遣い)

3

担当者

慈敬語と謙談語の使い分け

4

名刺の取り扱い方

5

6

【演習】名刺の受け方・出し方、同時交換の仕方

来客応対(応接室や乗り物などの席次)

7

演習

藤吉綾子

電話応対

8

9

【演習】受け方(在社、不在時の対応→伝言メモの作成)

内

10

【演習】かけ方

Ⅱ

12

講義時期

13

科目必修区分

14

15

16

17

後期

18

選択

19

20

21

22

23

授業時問数

24

25

2

26

4

27

28

教科書

2

29

時間外
学習

合計時問数

2

30

実践ビジネスマナー(1,200円十税ウイネット)

成績評価
方法

なし

4

担当詳細

2

出席率(25%)・授業態度(25%)・提出物(2諦)・期末テスト(25%)

実務経験紹介

教員 備考

16

容



令和 7 牟度

学"・学年

授業科男

授黨懐要

情観ユペシ→・りストチト【2年制)2母獣

到違目恢

ナレームワーグを甲i南Lた簡mな、Y電hププリ撫萎の実霄を行う

、Ye、開亮実習皿Ug&11詫"・al〕

授業"面

2.、、,'.1,Yフりケーシ"ン帝Ⅱ乍を通してM、'Cモデルを理解司'る

ンラノくス

学校名:圃際電子ピジネエ専岡¥校

授業方怯

噂入ι授革の1邑め方、艀価方注)
必要ツールのインストール作業

担当者

LaT皿・01入門(動匝時間:10分)
131: LOT'"・、.】のインストール
132:La「ユνe1の初棚設定
133:LaT:we】キーウシ"のクリプオ'
134.1.れⅡ・01データペース設定
135:LⅢW01デーグくース接続昨認
10C:L"T.W゛】の擬要
107:L"T゛、,゛1/Lート.ビュー
10E:LIT゛、,゛1 AT;1CⅢ1コリント
熊題1【LU川・゛1仍インストールを行い.面面に「"P110 !!」を表示)

2

実習

赤猶連也

害

L"爪川入円【勵画碕間:幻分)
139: UI・OY゛1モデノし
140.LⅢ"Y゛1マノグレーション
141.L" 1W゛1 τi11kEr
142.1."1、、叱1コン1、ロ、「ラ
H31":UI"Y田 MYCモデルの詑述方注
145:ヘルバ閉数
N6:ロレウシヨン劉
胆題2(動画:1"の清習を実施〕

U山肌γアカウント墨緑,ブシクプーク、貴境確認と

3

謂耗時期

科目玄、作区分

L非肌屯】入門【弸画時間"69分)
H?:クエリぜルグ
H":ツ丁'サート
H":起勵処理D1とサービスニンテづ
150:ブレードイBlodo)
151:づ,ロントエント

152,153:追加動圓
15●:U「Ⅱ10卜U1と認笹
153.150:追加動圓
肌題3イ動画:15●の演習を実施】

径棚

"択

4

授業時間壮

0

U1↓W.1簡易、Y゛加'プリ(CR叩D/RE5T"1U 〔動画時間、1"分】
15?:概要千デル・マイグレーンコン
158:マイグレーシ訂ン・追加と口ールノキヴク
159:R05tF肌1な=ントローラー
4

2

0

L"十州P1簡易、Y促hブ'プリ(CRVO/RE$T則X動画時間:?C分)
160ルーティング〔グループ・朝証)
1'1,1'2:動画視聰
課題5【浪暫実施径,提帥

7

4

L"Tm・゛1簡易、、'el,アプリ【CRUD/RE5T由1】【勧画間:6分)
163.cr゛Hte新規登繰
,胆6

8

1.raι・e1簡昆、Y●丁'プリ【CRUD/REST向1)(動画時間:8分)

IC4:stoTeとR0如olt県存の削に
課胆7ι憤習実施後、提出)

9

"NTM】簡易W乢アプリ(CRUD/R肝gT和1)(勵画時間:4分)
165!stoT"悍存
課題8【演習実施後、促出)

10

4

L,「.W1簡易Wぞ、アプリ(CRUD爪EST佃X動画時間:Ⅱ分)
166:DB1こ保存されているデータの取栂
1果賦剖調習実施性、提出)

Ⅱ

U「爪・目簡島W-bププリ(CRUD/R郎Tル1)【動画時間:10分〕
107ι呂10W表示画画

12

Lnr゛・゛1崩易、V●7'ブリ(CRUD爪郎T印】)(動画時間:"分)
N"ιEd,t欄集面面

13

2

L乱T乱、,.1簡易W●7'プリ〔CRI:D爪EST血】〕{動画時間;3分〕

109:updnt邑更新画面
12

H

L乱T爪甲1簡易、、'ebアプリ〔C貝UDm防丁ルD (動画時間;6分)
170,dQSI「叫剛除權能
口

口

15

仏Π肌・日】簡易、、'-b7'プリ【CR町D/RE5Tん11)〔動画時間16分)
171:"'ービスへの即"離し(ヴァッ】,=ントローラー防止)
Ⅱ

3

16

LU」1Y゛1簡易、〒邑1.アプリ(CRUD/RE5T凡1"【動画時間:11分)
172:パリラ'ーション{プオームリウエス"

17

4

LリnY胞1簡易W胞1,フプリ{CRUD/RE5Ta】】}(動面時間:ε分)
門:ダミーデータ(シーダー)

田

捻

L"『爪"1簡易、Y.hアブリ{CRUD/REST61D (動画時間:Ⅱ分〕
T4:ダミーデータ(F肌、t0ず&F'k-1)
,題IT

2

竹
L川川・.1簡易、Y-hアプⅢCRUD/REST'1D {勵画時間】ε分〕
175.ペーシネーシコン
距怜

2

立0

U,T,札・P1幅島、、'ぞ1,アプリ【CRUD/REST":1)【動画時間:11分〕
176、検索プオーム

耳?餌"

2

引

TI

アプリケーション作成1
P0辻nのし'm,田入門を視聴Lなから.プブリケ←シコン作成
演習実施接、提出

2

22

プツリケーシ,ン作成之
P'Z"のし;、T皿屯1入門を視聴Lながら、 Yゾリケーシコン作成
演冒実施慢、捉出

2

23

21

2

25

2'

2T

2

敦科唇

2倉

29

時闘外
^^

2

合計時間数

30

佐績胖価
方庄

動匝最材L

オンライン学習敦材炉川部ラーニング】

2

担当詳紅

援業態度:20川、実召課題振出.点0阜出棚限内P1含む〕・"0鄭

d史1"y「pHPからLⅡh"・E】生でサーパ←田'イドをと二上ノLや0て匁1う」

2

学校基準によ"4段砥肝価と司、る

支務

2

験昭介

駿員

2

2

2

惜哲

内



令和 7年度

学科・学年

授業科目

授業概要

情報スペシャリスト科(2年制)2年次

到達目標

選択実習 IA(チャンンジコース)

学生個々で目標を設定し、独学(動画学習等含む)で目標を逹成する

授業計画

・各白で設定した目標を達成するための手段やスケジューリングを行うことができる
・問題が起こった時の対処法、りスケジューリングができるようになる

シラノ弌ス

学校名:国際電子ビジネス専門学校

2

授業方法

オリエンテーション

3

担当者

目標の設定および進捗方法の確認

4

目標を進める

5

進捗率の確認

6

7

8

実習

今頭翔太

9

10

内

Ⅱ

12

13

講義時期

14

科目必修区分

15

16

17

W

教科書

19

後期

時間外
学習

合計時間数

20

選択

成績評価
方法

各自目標を進める

担当詳細

授業態度60pt、課題達成率40pt

授業時間数

実務経験紹介

教員

64

備考

65

容


